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明
智
光
秀
と
「
と
き
は
今
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
麒
麟
が
く
る
』の
主
人
公
と

な
っ
た
戦
国
武
将
明
智
光
秀
は
、
天
正
10
年
６
月
２

日
に
本
能
寺
で
、
主
君
の
織
田
信
長
を
討
っ
た
。
こ

れ
に
先
立
つ
天
正
10
年
５
月
28
日
、
京
都
・
愛
宕
神

社
に
参
籠
し
た
光
秀
は
、
連
歌
の
会
で
「
と
き
は
今 

あ
め
が
下
知
る 

五
月
哉（
さ
つ
き
か
な
）」と
い
う
発

句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
。
意
味
は
、「
と
き（
時
）」は

土
岐
氏
の
一
族
で
あ
る
光
秀
自
身
で
あ
り
、「
あ
め

（
天
）が
下
知
る
」は
天
下
を
治
め
る
野
望
を
示
し
た
、

と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
一
方
で
、
歴
史
研
究
家
の
明

智
憲
三
郎
氏
は
「
天
が
下
知
る
」
は
後
の
改
ざ
ん
で
、

元
は「
天
が
下
な
る
」で
あ
り
、
光
秀
は
天（
あ
め
＝

雨
）
の
下
の
大
変
な
状
況
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味

に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
光
秀
が
大
事

の
前
に
、
う
か
つ
な
歌
を
詠
む
と
は
と
て
も
思
え
な

い
の
で
、
明
智
憲
三
郎
氏
の
説
に
納
得
し
て
い
る
。

　

真
偽
は
不
明
だ
が
、
小
説
家
の
童
門
冬
二
氏
が

言
う
よ
う
に
、
歴
史
と
は
社
会
の
在
り
方
、
自
分
の

生
き
方
に
役
立
つ
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と 

避
難
所

　

今
は
、
国
も
自
治
体
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
・
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
災
害
対
策

基
本
法
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）と
な

る
よ
う
な
感
染
症
を
災
害
と
は
規
定
し
て
い
な
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
間
違
い
な
く

国
民
の
命
、
尊
厳
、
財
産
を
脅
か
す
大
災
害
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、
６
月
以
降
に
災
害
級
の
梅
雨
前

線
、
台
風
、
秋
雨
前
線
が
や
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
地
震
も
震
度
６
弱
程
度
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
て
い
る
。
小
中
学
校
な
ど
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

や
指
定
避
難
所
は
「
３
つ
の
密
（
密
閉
、
密
集
、
密

接
）」状
態
に
な
り
や
す
い
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
避
難
す
る
と
、
ク
ラ
ス
タ
ー

と
な
っ
て
蔓ま
ん
え
ん延
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

　

そ
こ
で
、
政
府
は
本
年
４
月
１
日
、
自
治
体
向
け

に
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
を
出
し
て
い

る
。
重
要
な
部
分
を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　
（
前
略
）避
難
所
の
収
容
人
数
を
考
慮
し
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
た
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
、

通
常
の
災
害
発
生
時
よ
り
も
可
能
な
限
り
多
く
の
避
難

所
の
開
設
を
図
る
と
と
も
に
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
活
用
等

も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
発
生
し
た
災
害
や
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

避
難
者
に
対
し
て
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的

な
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し
、
避
難
所
内
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
換
気
に
努
め
る
と
と
も
に
、
避
難
者
が
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
発
災
時
に
は
政
府
と
し
て
も
、
基
本
的
対
処
方
針
に
基

づ
き
、
感
染
症
対
策
に
必
要
な
物
資
・
資
材
の
供
給
等
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。（
後
略
）

　

政
府
が
早
い
時
期
に
こ
の
通
知
を
出
し
た
の
は
素

晴
ら
し
い
と
思
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
治
体
は
、
こ
こ
で

示
さ
れ
た
項
目
を
い
か
に
事
前
に
準
備
で
き
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。

（
１
）避
難
所
の
拡
充

　

市
区
町
村
は
小
中
学
校
や
公
民
館
、
集
会
所
な
ど

と
き
は
今 

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

流
行
下
に
お
け
る
避
難
所
対
策
〜跡
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自
ら
の
管
理
施
設
を
避
難
所
に
し
て
い
る
が
、
国
や

都
道
府
県
の
施
設
、
特
に
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
研
修
施
設
、
自
然
の
家
な
ど
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
避
難
所
指
定
す
る
必
要
が
で
て
く
る
と
考
え

る
。
民
間
施
設
で
も
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
加
え
、
大

学
、
保
育
所
・
幼
稚
園
（
母
子
避
難
所
と
し
て
）
も

有
効
で
あ
る
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
個
室
対
応
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
個
室
が
な
い
場
合
は
、
次
に

述
べ
る
災
害
用
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
な
ど
が
有
効
で

あ
る
。

（
２
）備
蓄
物
資

　

避
難
所
の
備
蓄
物
資
は
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

が
、
こ
こ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
に
必
要
な
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

先
ほ
ど
の
通
知
に
は『
発
災
時
に
は
政
府
と
し
て
も
、

基
本
的
対
処
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
症
対
策
に
必
要

な
物
資
・
資
材
の
供
給
等
必
要
な
支
援
を
行
う
』
と

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
期
間

（
通
常
は
２
〜
３
日
）
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

マ
ス
ク
や
手
袋
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
な
ど
の
除
菌

グ
ッ
ズ
を
、
６
月
ま
で
に
早
急
に
確
保
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
避
難
所
は
埃
ほ
こ
り

っ
ぽ
い
の
で
咳せ

き

が
出
や
す
い
。

そ
こ
で
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
フ
レ
ー
ム
を
採
用
し
て
い
る

ド
ー
ム
型
テ
ン
ト
の
備
蓄
を
勧
め
た
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
大
き
さ
の
も
の
が
、
５
０
０
０
〜
１
万
数
千
円
程

度
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。
家
族
や
個
人
単
位
で
テ
ン

ト
に
入
る
こ
と
が
で
き
て
、
感
染
防
止
は
も
ち
ろ
ん
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
防
犯
対
策
に
も
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
国
レ
ベ
ル
で
感

染
防
止
を
す
べ
き
も
の
と
考
え
、
国
が
大
量
に
購
入

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
市
区
町
村
の
避
難

所
に
備
蓄
し
て
お
き
、
被
災
す
れ
ば
こ
の
備
蓄
を
使

い
、
被
災
し
な
け
れ
ば
被
災
地
に
送
る
体
制
を
取
る

の
だ
。
こ
と
は
急
を
要
す
る
。
国
の
英
断
を
強
く
期

待
す
る
。

（
３
）避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
「
避
難
所
の
役
割
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
報
告
書
」

〔
２
０
１
９
年
内
閣
府
（
防
災
担
当
）〕
に
よ
れ
ば
、

40
％
の
市
町
村
は
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

せ
ず
、
作
成
し
た
市
町
村
で
も
40
％
は
訓
練
し
て
い

な
か
っ
た
。
災
害
対
応
は
、
訓
練
し
た
こ
と
し
か
で

き
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
良
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
。
未
作
成
の
自
治
体
に
は
、

最
小
限
で
い
い
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
切
に
お
願

い
し
た
い
。
都
道
府
県
か
ら
の
積
極
的
な
助
言
も
お

願
い
す
る
。

日
常
か
ら
の
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
づ
く
り
を

　

重
大
な
被
害
を
与
え
る
感
染
症
や
大
災
害
に
対
す

る
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
危
機
管
理
）に
関
連

す
る
行
政
対
応
は
、
日
常
の
所
管
部
局
に
よ
る
「
縦

割
り
行
政
」
で
は
優
先
順
位
が
明
確
に
な
ら
ず
、
力

が
分
散
す
る
た
め
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
こ
は
「
天

が
下
知
る
」
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

ト
ッ
プ
が
情
報
不
足
の
中
で
も
衆
知
を
集
め
て
優
先

順
位
を
決
断
し
、
具
体
的
な
対
応
は
現
場
に
権
限
移

譲
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
責
任
は
取
る
か
ら
、
い
い
と

思
う
こ
と
は
思
い
切
っ
て
や
っ
て
く
れ
」
と
見
え
を

切
る
の
も
大
切
だ
。

　

そ
し
て
、
現
場
と
現
場
、
現
場
と
ト
ッ
プ
と
の
パ

イ
プ
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
情
報
共
有
の
仕
組
み

が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
平
時
か
ら
市
レ
ベ
ル
で
は
部
の
筆
頭
課
長
、
町

村
で
は
全
課
長
を
防
災
・
危
機
管
理
に
併
任
あ
る
い

は
所
掌
事
務
に
位
置
付
け
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
首

長
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
、
毎
年
、
防
災
危
機
管

理
行
動
計
画
を
作
成
し
、
訓
練
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
有
効
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る
災
害

対
策
は
、
通
常
よ
り
も
は
る
か
に
困
難
な
対
応
に
な

る
。
保
健
衛
生
や
防
災
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
全
庁

を
挙
げ
て
現
場
職
員
の
隅
々
ま
で
理
解
し
て
行
動
で

き
る
よ
う
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
と
き
は

今
」で
あ
る
。
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